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　どうも皆さんこんにちは。よろしくお願いいたします。今回このテーマをい
ただいて、これまで中学部の聖書科の中で取り上げてきたこのテーマに関する
授業の報告だけをすればいいと思っていました。ところが、まとめていくうちに、
その過去の報告よりもむしろ現在の、そして将来への展望を発表したいという
思いに至り、今回はこれまでの授業の報告は簡略に「実践報告」という形で、
本日の配付資料としてまとめました。
　ただし、この ｢実践報告｣ は、以前、「土曜講座」という形で行われていた（中
学校にしては珍しいのですが）90分間の選択授業が基本になっています。この「土
曜講座」は積極的にテーマに関心がある生徒たちが1年生、2年生、3年生縦割り
の形で出席し、開いていました。20人の定員で、少人数の授業でしたので、毎
回生徒にレポートを書いてもらい、その応答の記録を集めた資料となっています。
今回、その後の聖書科の授業において、90分間の授業を45分間の授業にまとめ
て行っているものを中心にピックアップして、資料を作り直しています。この
資料の後半は、NIE（Newspaper in Education）という取り組みの中で、新聞記
者を毎年招きながら授業を展開した記録です。
　この「実践報告」の終わりに私が記したまとめの文章が、今回の研究報告の
結論とも言えますので以下に引用します。
　（前略）毎回、驚きを味わうことになった。生徒たちの各テーマに対す
るまじめな取り組みを実感した。生徒たちはこちらが期待する以上に深
く考え、不思議な角度から問題を発見してくれた。「生徒たちの声」はそ
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れぞれ実直なものばかりであり、毎回、声を交わし合うことで本講座の
展開を変化させていくことができた。その意味で「平和」「いのち」といっ
たテーマでの講義は、教師が一方的に語るのではなく、生徒たちの考え
を教師が聞き、学ぶことにより、講義内容が深まっていくことを実感し
ている。以下にまだまだ途中経過ではあるが、私自身が学んだことを通
して、今後の中等教育における「いのちと平和の教育」のあり方につい
ての私見を述べたい。
参加型・体験型学習の必要性
　中等教育においては、参加・体験しながら、物事を理解し、思考し、
解決していく手法によって、学びを深めていくことが大切である。話し
合うことによって、他者の意見をどのように受け止め、自分の意見を修
正したり、推進したりできるのかを学ぶことができる。このような手法
を授業で導入する場合、教師が講演者ではなく、司会者（ファシリテーター）
としての役割をしっかりと果たすことによって、授業がより活発になる。
また、小グループに分かれて話し合い、自分の意見をまとめ、相手の意
見から学ぶという体験は人間関係を形成するためにはなくてはならない
ものである。
授業の時事性
　教師は授業で掲げるテーマと生徒たちの意識との感覚的な距離に敏感
でなければならない。生徒たちが理解できる用語での解説に気を付け、テー
マと現代社会で時々刻々と生じる事件や出来事との連関をどうとらえる
かがポイントになるだろう。連関が先にあるのではなく、授業を通して
その連関に気づくことが大切である。模範的な正解へと導くために時事
問題を授業に導入することは避けるべきであろう。時事問題を通して新
たな問いを発見できるような形が理想ではないだろうか。「いのちの文化」
「平和の文化」という創造性人間として正しいことを発言し、行動してい
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くために、私たちは自分自身が他者の「いのち」とどうかかわっているのか、
宇宙や自然の世界とどのような関係で生きているのか、そういった感覚
を授業を通して磨いていきたい。私たちは他者や自分の「いのち」、動植
物を含めてのすべての「いのち」に対する自分という存在の位置づけを
調整していくべきであろう。その意味で「いのち」や「平和」は「文化」
として開拓され、改革され、形成されていくテーマであると考える。
　「いのちの文化」は、いのちを脅かす環境・開発・経済のしくみなどの
諸問題について、搾取や格差、差別といったものを解決することをめざし、
「平和の文化」は、人種・民族・宗教などの衝突の解決方法として武力や
経済的圧力を用いることがいかに愚かであるかを熟知した考えが、家庭・
地域・職場・学校などにおいて生活として定着することをめざすもので
ある。これからは「いのち」と「平和」という主題が「文化」としての
土着を進めていくための教育を創り上げていく使命があると考えている。
「感性」と「想像力」の多様性
　私たちは「いのち」とは何か、「平和」とは何かという根源的な内容を
常に問い、それに対する答えを常に探っていかねばならない。その上で、
相手の立場に立って物事を考えるゆとりを抱くことを大切にしていかね
ばならない。相手という「いのち」の尊厳を保持した存在を大切に思い
やる「感性」、相手の立場になって思考できる「想像力」、そういったも
のを育てることが、生きる原動力になるに違いない。青少年期という多
感な時期に、自分とは違う価値観、あるいは自分には理解ができない価
値観を持った相手に対して、どのようにかかわりを持っていくのかは避
けて通れない課題である。アイデンティティを確立するために、相手を
知り、認め、理解し、受け入れる、そのようなプロセスを省略せずに人
生の基本に据えることをこれからの教育は丁寧に扱っていかねばならない。
「感性」と「想像力」は無限である。そして多様である。生徒たちの豊か
な「感性」と「想像力」を大きく飛躍させる後押しとしての「いのちと
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平和の教育」が期待されるだろう。
「情報」から「知識」そして「行動」への可能性
　現代社会は情報に溺れてしまっている。多種多様の情報の真偽を探る
ために、批判的な判断能力と能動的な適応力を培う教育は必須である。
蓄えた知識を相互補填しながら、その知識を自分自身のものとして生活
化させていくための教育は欠くことができない。これからはますます、
単なる人生の「情報」や「知識」としてではなく、自分が生きる世界、
社会をしっかりと見つめ、その実態を分析し、よりよく変革していくた
めの行き方を「行動」として示すことへと導く力、自分の過去の価値観
の壁を打ち破る力、新たな文化としての「いのち」と「平和」を創造し
ていく力を養うための教育の必要性を感じるのである。「情報」を選び取
る「知識」、そして「知識」を蓄えることに満足するのではなく、その「知
識」を「行動」へと結びつける教育が必要となってくるだろう。
（以上、福島作成配付資料「実践報告」より引用）
　さて、関西学院中学部では、「いのち」と「平和」という二つのテーマを結び
つけることが、人権教育にかわるものだという捉え方をしてきました。なので、
今回の平和教育というタイトルは、中学部においては「いのち」と「平和」と
いうように常にセットで考えているということが一つの特徴だと思います。
　特に、今回のテーマで「聖書科における」とわざわざ示したのは、もちろん、
学校では聖書科だけで「平和」を取り扱っているわけではなくて、読書科、社会科、
国語科、英語科等、特に社会科ではかなり具体的な内容も取り扱っています。
そういった教科と連携しているものがあれば報告できるのですが、実際にはそ
ういう連携した形で報告できるものはありません。将来的にはそれがいわゆる「学
際」的に教科を超えて連携できることが理想だと思っています。
　関西学院中学部の人権教育の目標として挙げていることは、生徒が人権意識
や感覚を学校生活の中で理解し、「自分のいのちを大切にすること」と「他者の
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いのちを大切にすること」ができるようになり、それが具体的な態度や行動、
つまり生き方に現れるようになることということです。特に生徒の発達段階に
即した教育プログラム形成を心がけています。
　そして主に中学部では、体験学習ということで修学旅行に１つターゲットを
絞りながら、その修学旅行での体験を卒業レポートにまとめることにしています。
そのレポートにまとめるためのさまざまな材料を各教科で提供するという形に
今は位置づけられているということも言えます。
　ここで少しだけ「平和教育」の概念に触れておきます。この夏、京都教育大
学教育社会学研究室が主催されていますセミナーに参加させていただいて、そ
こで学んだことを含めてまとめてみます。
　「平和教育」には①「平和についての教育」（education about peace）と②「平
和のための教育」（education for peace）という2つのタイプがあります。①「平
和についての教育」は平和と戦争の問題を直接的に教材として取り扱い、直接
的平和教育とも呼ばれています。②「平和のための教育」は平和な社会の形成
者を育てるために行う幅広い教育活動を指し、平和・戦争問題とは間接的に関
わるという意味で間接的平和教育と呼ばれています。
　平和を達成する概念として、①「平和創造」（Peace Making）、②平和維持（Peace 
Keeping）、③平和形成・平和構築（Peace Building）が挙げられます。①「平和
創造」とは平和は争いを止めて創り出すものという意味。②「平和維持」とは
平和は人々の友好と力のバランスで保たれて、人々が平和な状態を維持するた
めの努力が必要ということ。③「平和形成・平和構築」とは争いや戦争が無い
だけの平和ではまだ不十分であり、貧困・差別・不公正がないより積極的な平
和の状態を形成しようとすること。以上のように整理することができます。
　また、日本における「平和教育」の、これまでの流れを概観しておきます。
日本の敗戦直後に連合国の占領軍が、戦前の「皇国主義・軍国主義教育」の撤
廃を命じ、それに対して民主化政策が進められて教育が始まったという草創期。
それから憲法の公布と教育基本法による戦後の教育法制化のもとに、平和と民
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主主義のための教育が展開されていきます。1970年代、高度成長期に当たりま
すが、ここで平和教育が一気に広がっていったと言われています。その中で、
私も広島におりましたので分かりますが、被爆体験者が自らの体験を語られる
ということが非常に盛んに行われるようになっていきます。1990年代はポスト
冷戦下となり、核戦争が起こる危険性が低下したという認識が広がり、平和教
育は人権侵害や環境破壊といった問題にその視点が広がっていきました。その後、
2011年に東日本大震災の原子力発電所事故が起こり、ここで核問題が、核兵器
反対という視点と共に、もともとの「反原発」運動と結び付いて、平和教育に
つながっていったと言えます。
　さて、本校聖書科での「平和教育」の授業内容について述べたいと思います。
先ほど紹介しました土曜講座「ライフ&ピース」という授業を聖書科授業に発
展させていった時に、授業の形態としては4つのパターンを考えていました。1
回の授業は土曜講座の時の半分の45分しかありませんので、大体15分ぐらいの
映像を鑑賞し、その後ワークをします。いわゆるワークシートを用いたペーパー
のワークとグループに分かれての話し合いを中心としたワークを展開します。
翌週の授業の冒頭で、前回の意見を紹介したり、あるいは教師のちょっとコメ
ントを紹介したりする形で、どんどん繰り返し積み上げていくということを授
業展開の基本としています。
　最近というか、この数年非常に好評なのが、たまたまこの10月からテレビ放
送で同じタイトル（表記は異なりますが）で放映されるということも重なった『中
学生日記』という番組です。NHK名古屋放送局の制作で、50年間続いた長寿番
組ですが、私自身が中学生のときはこれを見ていないと翌日の話題についてい
けないというような、そんな風潮があって、この番組を今の中学生にも見せた
いと思い立ちました。そんな時、NHKティーチャーズ・ライブラリーというシ
ステムがあるということを知り、そこでDVDを借りました。
　毎年この番組を、ちょうど今の時期、二学期に生徒たちに鑑賞してもらって
います。30分番組というすこし長い時間ですが、これを鑑賞して1年間の授業の
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感想の中で一番多く書いてくれるのが、「『中学生日記』がよかった」という感
想です。
　『中学生日記』は、番組の前身にあたる放送が1962（昭和37）年に始まり、ちょ
うど50年間、2012年まで放送されていました。そこに出演しているのは現役の
中学生で、素人。その素人である中学生自身が自分で提案した脚本をプロの脚
本家が整えて番組となりました。「中学生の、中学生による、中学生のための番組」
という、どこかで聞いたようなキャッチフレーズですけど、とても親しまれて
きました。
　2012年3月16日の放送が最終回スペシャルで、ここには今も活躍しているジャ
ニーズのある俳優が主役の担任の教師役を演じ、この最終回スペシャルが「命」
というテーマでもあり、これが非常にいい内容で、生徒たちには大好評です。
この番組をこの時期に見せるというのは、実は理由がありまして、本校では11
月の最初に演劇コンクールという大会があります。この演劇コンクールに向け
てちょうど今練習しているのですが、生徒たち自身が音響とか場面設定とか、
場面の切りかえとかを参考にできるのではと見せています。話はかなりずれて
しまいましたが、そういうものを紹介しました。
　ところで、今年5月15日～23日に聖書科の授業で実施した「平和」についての
アンケートについて結果を紹介します。アンケートは四者択一の設問が4問、記
述式の設問が3問です。
Q1「いま、日本は平和だと思いますか？」
Q2「いま、世界は平和だと思いますか？」
Q3「将来、日本が戦争を起こしたり、戦争に巻き込まれたりすることがあ
ると思いますか？」
Q4「戦争について考えたり、家族や友人と話合ったりすることがありますか？」
Q5「戦争が起こる理由は何だと思いますか？」
Q6「平和を一言で表すと？」
Q7「世界の平和を実現するために、いまのあなたができることは何ですか？」
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　この本校の生徒717名に対するアンケートはもう十数年間毎年おこなっていま
す。今年度の結果をグラフにしました。数値は人数を表しています。
　まず、Q1「いま、日本は平和だと思いますか？」ですが、大体4人に3人が肯
定的、つまり、今、日本は平和だと思っていると答えています。75％ぐらいです。
女子の方が男子よりも肯定的意見が9.9％アップしています。女子のほうが平和
だと強く思っているということになります。学年によって違いが出てきます。
全校生としてトータルすると、大体こういう感じになっていきます。
Q1「いま、日本は平和だと思いますか？」
　次に世界編でQ2「いま、世界は平和だと思いますか？」の問いですが、男子
は83.5％ぐらい否定的な意見ということになります。ここで、この世界の中に、
じゃあ日本は入っているのかどうかというところですが、生徒たちに直接聞くと、
世界とは日本以外という捉え方をほとんどの生徒はしています。女子になると4.9
ポイント否定的というのが男子より増えていくということで、こういう全校生
で見ると85.5％が平和だとは思わないということです。
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Q2「いま、世界は平和だと思いますか？」
　続いて、Q3「将来、日本が戦争を起こしたり、戦争に巻き込まれたりするこ
とがあると思いますか？」ですが、グラフのような結果になっています。
Q3 「将来、日本が戦争を起こしたり、戦争に巻き込まれたりすることがあると
思いますか？」
　次に、Q4「戦争について考えたり、家族や友人と話合ったりすることがあり
ますか？」という質問の結果です。男子は、よくあるとたまにあるが35％ぐら
いですか。女子は46％ぐらいで、約10％高くなっています。トータルすると、
大体約6割は話し合ったことがほとんどないと、全くないということです。
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Q4「戦争について考えたり、家族や友人と話合ったりすることがありますか？」
  続いて、Q5 「戦争が起こる理由は何だと思いますか？」とQ6 「平和を一言で
表すと？」の結果ですが、特に「平和を一言で表すと何ですか」への回答で、
第2位に挙がっている「笑顔」というのは、関西学院中学部生の特徴をよく表し
ています。礼拝で祈るときに、「今日も笑顔の多い一日になりますように」と語
ることが多いせいかもしれません。学校の目標の一つに「あ・い・う・え・お」
という標語がありまして、「挨拶」「祈り」「歌声」「笑顔」「思いやり」の頭文字
になっています。全校生そろって「平和イコール笑顔」と感じている生徒が多
いようです。気になったのは、「安心」とか「楽しい」、「和やか」とか「穏やか」
とか、「みんなが仲よし」っていう何かの標語みたいなものです。それから、「当
たり前な生活」。変化がないのが平和だということを思っているのだなと思いま
した。
　１票だけだった意見にも、中学生たちがどんなことを思っているのかって、
結構面白い表現もあります。私はこういうアンケートでは、必ず1票でも挙げて
おくようにしています。こういう結果を生徒たちに紹介すると、驚いたり、盛
り上がったりします。
　最後に、「あなたは戦争が起こる理由は何だと思いますか」という質問に対す
る回答で、国名を書いた生徒が何人かいたということが気になりました。また、
アンケートを取った時期の影響か、「イスラム国」という表現もほとんど挙がっ
ていませんでした。「北朝鮮」や「アメリカ」という国名もニュースで取り上げ
107
られているので挙がっているのだと察しています。
　以上、何とか序論を無事終えることができましたので、本論に入りたいと思
います。
　まず、今年度は、実は全国の中学校にとっては大きな節目に当たる年です。
来年度4月から公立校で「道徳」が教科化されることになります。そして、一番
衝撃的だったのは、その「道徳」がまず、これまで「教科」ではなかったとい
うことを改めて知らされたことでした。多くのキリスト教主義学校は、この「道
徳」の時間を、「宗教」あるいは「聖書」という名称の教科に代替して授業を展
開してきました。ところが、この授業が、これまでは教科に相当するものでは
なかったということが改めて示された訳です。
　各学校においては周知のことなのですけれども、これまで「宗教」や「聖書」
の授業は成績として点数を付けていない学校がほとんどです。付けていても、
文言評価ということにしているところが多いと思います。それに対して、本校
では100点満点の点数評価をしてきています。「聖書」の点数が悪いと、進学に
も影響するということになっています。
　そして、「学習指導要領」が改訂されました。いわゆる「ゆとり教育」から、
今は「脱ゆとり」ということになって、次に提案されたのが「アクティブ・ラー
ニング」。これが、片仮名表記は避けようということで、現在は「主体的・対話
的な学び」という流れになっています。新しく改訂された「学習指導要領」の
「主体的・対話的な学び」というのは、本校の「聖書」科のこの十数年間の授業
の中でメインにしてきた当たり前のことですが、いずれにしても今となって「主
体的・対話的な学び」を強調して提唱をされているというのが現状です。
　資料の中に「中学校学習指導要領に基づいた宗教科指導要領試案」というも
のを作っておりますが、これは「道徳」科の「学習指導要領」に対して、これ
まで「宗教」科の「学習指導要領」というのはありませんでしたし、作る必要
もなかったのですが、それを「宗教科教育法」という大学での授業の中で、受
講生たちと試行錯誤しながら出した試案です。
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　また、資料では、近年の教育改革の動きを年表的に挙げました。2015年に「学
習指導要領」の内容項目というのがあるのですが、これが24項目から22項目に
変わっています。ほとんどの学校の先生たちは、これが変わったことを存じて
おられなくて、去年もいろんな研修会とかは開かれましたが、まだ24項目だと思っ
ている先生が結構いらっしゃいましたぐらいでした。でもこの変更がとても重
要です。
　2015年までの24項目が22項目になって、実は大きな変化がありました。24項
目のときは大きなくくりが4つありました。その4つのくくりというのは、1番が
「自分自身に関すること」、2番が「他の人とのかかわりに関すること」、3番が「自
然や崇高なものとのかかわりに関すること」、4番が「集団や社会とのかかわり
に関すること」というものです。ところが、22項目に減少して、１番と２番は
同じですが、3番と4番の掲載順が逆転しました。これにはどんな意図があるのか、
ということになるわけですが、その話はちょっと今日は置いておいて、その4番
というのが、実はいわゆる宗教性というか、「崇高なもの」とのかかわりです。「道
徳」において、「崇高なもの」とは一体何なのか、というところが一つのポイン
トにもなっています。それをもとに、平和教育、国際理解教育が展開されるわ
けです。
　「学習指導要領」の解説の中に、「国際理解」と「国際貢献」という項目があ
り、文部科学省が解説を掲載しています。文部科学省による、いわゆる平和教
育の基本的理解がわかる文章です。一部を読みますと、「宗教が社会で果たして
いる役割や宗教に関する寛容の態度について、今後考慮していくべきだ」と記
されています。さりげなく、何げなく記されている感じですが、決してそうで
はありません。宗教に対して理解を深めることが、これからの国際理解教育だ、
ということです。恐らくこれはイスラム圏のことも含めてイメージしているこ
とだと思いますが、文部科学省はそういうことを指導の要点として示している、
ということを覚えておきたいと思っています。
　「学習指導要領」における「道徳」の教科化をめぐる論点のいくつかに、「多
様な価値観と誠実に向き合うこと」、「特定の価値観を押しつけたり、主体性を
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持たず言われるままに行動したりするような指導はすべきではないこと」が示
されています。この場合、キリスト教主義教育というのは、特定の価値観の教
育とみなされる可能性があるということと、それではキリスト教的価値観を相
対的に教えることは可能なのかということを考えていく必要があるでしょう。「道
徳」教育では「生きる力を育む教育」をメインに打ち立てているわけですが、「道
徳」教育は、1「確かな学力」と、2「穏やかな、健やかな体力」とを基盤にして、
3「生きる力を育む」ということです。これはあくまでも、いじめにあっても、
いじめられても立ち向かうための生きる力を付けるというように捉えられる表
現に思えます。つまり、「自分で強くなれ」という、弱いままでいるのではなくて、
強くなることを目的とするというのが「道徳」教育のいう「生きる力」ではな
いかと。
　それに対して、キリスト教主義教育は、強くなりたくてもなれないというか、
弱い立場、弱くさせられている、これは人間関係でもそうですし、社会の中で
もそうですが、この弱くさせられている存在に対してどう向き合うかというこ
とを大切にする教育だと言えます。弱い自分自身を受けとめられなくて悩んで
いる生徒たちを、どう自分を受けとめることができるのかということを教育の
中で展開するわけですけれども、そういう意味で「道徳」教育とキリスト教主
義教育は正反対の方向性を持っているという感じがしてなりません。いじめに
対抗する強さを育てるのではなくて、いじめること自体を許さない感覚がまずあっ
て、そういうものを認めないのがキリスト教主義教育の基本であると思っています。
　また、「多文化共生」というテーマで、その多文化の中に日本の伝統的文化や
キリスト教以外の宗教を持つ文化という意味が示されていますが、キリスト教
主義教育において、この「多文化共生」というところの視点は非常に重要なも
のがありますし、それが「平和教育」の一つの論点でもあると思います。
　ところで、教科化される「道徳」において、「平和教育」がどのように取り扱
われているのかということですが、「学習指導要領」を見たときに、「平和」と
いう言葉が出てくるのは一カ所のみで驚きました。それも、「世界の中の日本人
としての自覚を持ち、他国を尊重し、国際的視野を持って立って、世界の平和
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と人類の発展に寄与すること」との表現だけです。小学校の「道徳」の「学習
指導要領」には一切、「平和」という言葉は出てきていません。中学校において
もこの一カ所のみということになるわけです。
　それで、新しく作成された「道徳」の検定教科書における「平和教育」を扱っ
た部分の比較の資料を作りました。ところが、ちょっと余談を言いますと、キ
リスト教主義学校では今回、検定教科書は配付されません。以前、『心のノート』
とか、『私たちの道徳』という文部科学省が作成した教科書でない「副読本」は
自動的に送られてきましたが、今回の来年度からの教科書は、キリスト教主義
学校には配りませんということです。もし必要ならば、有償で求めてください
ということになっています。
　今回、各業者から見本として送られてきた8種類の検定教科書を比較して読み、
「平和教育」について書いているテーマのところをピックアップしてみました。
そして、全体の中の何ページを占めているのかの比率を一覧にしてみました。
そうすると、どこの教科書が「平和」についての記述の分量が一番多いかとい
うことが明らかになりました。 
　22項目のうちの１項目ということは、4.5％というのが「学習指導要領」全体
の中の割合ですので、この4.5％を超えているかどうかという基準で、比率を比
較してみて、以前の『私たちの道徳』を一字一句そのまま引用しているものや「平
和」というよりも「国際貢献」というか、海外でボランティア活動をしようと
いうのが主流になっている感じがあります。
　最後に、まとめとして「平和教育」を、キリスト教主義学校における「ミッショ
ン」に置きかえてみてはと考えています。キリスト教主義教育が担うべき4つの
ミッションとして分けて考えてみました。
①ヒストリカル・ミッション（Historical Mission）
　ヒストリカルということ、歴史性、つまりキリスト教主義学校は「建学の精神」
によって生まれて、ずっと頑固一徹にこだわり続けている「建学の精神」が、「平
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和教育」と関連するものであると思います。「平和教育」の不変的な目標を維持
すると同時に改革的な目標を創り出してゆくべきこと、過去の歴史的検証から
現在と将来を見つめる視点を持つ「平和教育」であること、過去の歴史、特に
負の経験をふまえた預言（予言）的指針の発動をしていくべきことを感じます。
それは結果として、現代社会が向かうべき道筋への示唆となりうるものです。「平
和教育」はいのちの豊かさ守り継承していくものです。
②プロミシング・ミッション（Promising Mission）
　プロミッシングということ、将来性、つまり、キリスト教主義教育は世界の
ゆくえに関心を持ち、何かにかかわり続け挑戦する「平和教育」であるべきだ
と思います。それは社会変革や格差や差別の克服を模索する教育であり、生徒
たち、そして教職員が夢を抱きたくなる明るく元気が出る教育であり、希望と
いう喜びに結び付いた教育であります。「平和教育」はいのちの喜びを分かち合っ
ていくものです。
③ユニヴァーサル・ミッション（Universal Mission）
　ユニバーサルということ、キリスト教主義学校は普遍的な「平和教育」をな
す学校だと思います。社会の動向に動かされず変わらない「特別な使命」を持っ
たキリスト教主義学校であり、園児・児童・生徒・学生たちの生涯の全人格形
成に参与する「平和教育」を展開すべきだと思います。また、PEFQOL（Peace 
Education for Quality of Life；いのちの質を高める平和教育）を形成し、いのち
をいたわり大切にしていくのが「平和教育」ではないかと思います。
④グローバル・ミッション（Global Mission）
　最後に、グローバル・ミッションということ、しきりに今グローバルと言わ
れていますが、世界性というか地域性ということで、地球規模・宇宙的視野を
持つのが「平和教育」であるということです。国境、文化、価値観の壁を乗り
越えた、対話を諦めない教育、対話コミュニケーションというものを大事にす
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る教育であります。クラスの中での、グループの中での対話というものを原点
にするものだと思っています。もちろん、家族とか地域社会での会話、対話と
いうことが最も基本だと思います。世界を同一思考で統一するのではなく、多
様性や異文化を理解し受けとめる教育。身近な、本当に家での会話から世界平
和を構築していけるような、そういうものがキリスト教主義教育における、い
のちを生かし輝かせる「平和教育」であるに違いないと思います。
時間が参りました。これで終わります。
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司会者（村瀬義史）福島先生、ありがとうございました。公立校で教科化され
る「道徳」の内容と、聖書科で展開してこられたキリスト教主義教育の実践を
照らし合わせて、共通点と相違点を明確に示してくださったように思います。
膨大な量の情報と調査を背後に、非常に内容豊かなご報告をいただきました。
特に、道徳教育が、いじめに抗う「強さ」を生徒につけさせるところに力点が
あるのに対して、キリスト教主義教育の中では、弱くなっている存在をどう見
ていくかというところに特徴があるという点、私は非常に興味深く聞きました。
これからの質疑応答を通してさらに詳しくおうかがいし、シンポジウムのテー
マである「キリスト教主義学校における平和教育のあり方」をめぐって皆さま
と討議できればと思います。
（ルース・Ｍ・グルーベル 研究員）ご報告と資料から、中学部の聖書科の授業の
やり方、政府の新しい方針も考えながらキリスト教主義教育を進めていく大変
さを感じました。お話を伺いながらあらためて思ったことは、キリスト教主義
教育の中で行う平和教育とは何だろう、ということです。
　キリスト教関連の本ではないですけれども、私が昔から読んでいたアメリカ
の平和学の本がありまして、最後のところで、人間が変革されなければ、個人
的に考えを変えなければ、平和というのはなかなか実現できないということで、
学ぶ中で自分ができる役割を見出せるようになることの大切さが語られていま
す。中学生がいろんな世界の問題、身近ないじめの問題もいろいろ勉強する中で、
自分の役割というものをどう感じるのか。微力であるということしか感じない
ような捉え方なのか、それともおっしゃってくださったように、自分も何かで
きるんだという気持ちになっていくか。もちろん、権力があるほうとか力があ
るほうと弱者の立場のこともとても大切だと思いますけれども、弱くても何か
できるという、そのような希望とか、英語でempowermentとよく言いますけれ
ども、それがどれほど大事か。
質疑応答・総合討議（抄録）
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　関学のMastery for Serviceというモットーを考えると、いろんな状況を知る、
その意識を高める、そういう教育はMasteryの部分です。そしてServiceは、「じゃ
あ私は何ができるのか」平和をどのように創造するのか、という部分です。こ
こが大事かなと思いました。
　いろんな戦争の歴史を知るのは非常に大事ですけれども、あまりにも大変な
事実が目の前に紹介されると、そこで希望を失ってしまうおそれも考えなけれ
ばいけないかなと思いました。生徒たちが希望を持ち続け、そして１人でも、
そして特に仲間と一緒に何か変革できるんだという、そういう気概はどのよう
に養うことができるでしょうか。
（福島旭）グルーベル先生が質問してくださった大きなポイント、今日のテーマ
でもあると思いますが、やはり学齢期によって伝えられることが変わるという
ことです。それを教師側はよく考えないといけないということと、事実を伝え
るという場合に否定的な意味で戦争を伝えるにしても、いろんな面があるし、
いろんなデータがあるし、それをどう伝えるかによっても生徒が受ける印象が
変わります。第一印象を含めて生徒たちが初めて接する情報については、慎重
でなくてはいけないし、教師の価値観をそこに強烈に出してはいけないという
のをいつも思います。今回のシンポジウムのテーマであると思いますが、いわ
ゆる一貫連携教育の中で、うまくそれが組み合わされていくと、中高大、まあ
小を含めるかどうかは難しいところですが、その年代の中で平和というものを
何かリアルに実感していくことができるのではないかという希望を持っています。
中学部では、もちろん毎日の礼拝に全校生が出席していますので、約３年間で
600回ぐらい、延べ約600人の奨励者による15分間のいろんなお話を聴くことに
なります。その話は、それこそ多種多様ですけれども、特に生徒たちが語る話
の中によくこういうテーマが含まれています。同世代が語ると共感されること
も多い感じがします。自分の意見として「平和」や今社会で起こってることに
対する意見を分かち合うということの場を、学校の中でできるだけ多く提供で
きたらなと思っています。毎日の礼拝が、宗教的儀礼という位置づけよりも、
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むしろ教育、平和教育の場というふうに置きかえてもいいぐらい、この礼拝が
そういう場としては適してると感じています。
　なので、授業という１つの空間の中でできないことを全校生徒で分かち合う
ことでできることもあるので、この場をどうこれから用いることがうまくでき
るかというのが１つの課題だと思っています。
（加納和寛 研究員）神学部で組織神学を担当している加納と申します。神学部で
倫理の授業も行っています。
　学習指導要領を見ますと、国が言うところの道徳というものはとても一義的
と言いますか、一面的な価値観のように思えます。たとえば、家族の支えに感
謝する、ということが書かれていますね。しかし私は思うのですが、いま家族
ということが話題になると、家族のせいで苦しんでいる、悩んでいる、場合によっ
ては家族から虐待されているという側面が注目されることは決して少なくない
と思うのです。そして教室にいる学生、生徒たちも、実際に多かれ少なかれ家
族に関する何らかの悩みを抱えているはずです。
　そうしますと、キリスト教あるいは聖書から道徳を教えるというのは、まさ
にこの物事の両義的な側面を問うということではないかと私は思うのです。た
とえば旧約聖書では、ユダヤ人の偉大な王ダビデについて、いいことだけでは
なく、ふつうの感覚なら隠したくなるような間違いや失敗についても赤裸々に
つづられています。あるいは新約聖書では、信仰と愛の共同体であるはずの初
期キリスト教会におけるもめごとや弟子同士の仲違いなども記録されているわ
けです。こうした両義的あるいは多義的な聖書における物事の捉え方を提示し、
単一の正解を用意せずに、生徒たちに考えさせるような授業をすることで、国
の一義的な価値観に対抗できるように私には思えるのですが、福島先生はいか
がお考えでしょうか。
（福島）今、先生のおっしゃった点は常にもがいてるところですが、いわゆる公
立で教えられている「道徳」の現場を直接的には見てはいませんが、間接的に
116
いつも聞くのは、クラス担任がその「道徳」の授業を担当されますので、やは
りその教師が答えを持ってないと不安になるので、その答えをまず学年で共有
していると。ある共通の答えに持っていくための授業展開をしているというふ
うにお聞きすることがあります。
　聖書科の場合は、そういう答えというのは、あえて持てないという場合が多
いと思います。何というか、生徒たちが言いっ放しというか、あるいは教師が
言いっ放しというので、何かよくわからなくなってしまうということがあった
りするのも事実で、そういったときにやっぱりまとめていかないといけないな
と思うことがあるのも事実です。
　先生が両義的とおっしゃっていた、いわゆる善悪二元論みたいな捉え方よりも、
もうちょっと多様的といいますか、１つのことについて幾つもの捉え方ができ
ると思います。さまざまな観点で捉えることができるのを、それぞれの生徒た
ちができれば発言して、ああ、こういう見方もできるんだということを発見す
るのが、私は理想だと思ってるんです。それが正しいとかではなくて、あの人
はこう見ると、この人はこう見るというのを、その見方を広げることがすごく
重要だというふうに思ってます。そういう意味で、教師が最初に「はい、これ
です」という結論的なことを言わないというか、言えないようなことが多くあ
ります。
　生徒たちが旧約聖書を読んだ時に、「こんなひどい神様は自分は信じる気もし
ないし、こんな身勝手な、何かわがままだ」とか、「神様が自分勝手過ぎる」と
か、特に「戦争の表記について、ちょっと許せないとこがある」とか、つぶや
くことがあります。特に、「万軍の主」という表現が聖書の中に246回出てきま
すが、これに関して、生徒たちは神様が軍隊の長みたいだと。人殺しを是認し、
助長するような表現に対して、その解説をどうしていったらいいのか悩みます。
必ずと言っていいほどそういった質問があり、それを教師がごまかすと、また
ごまかしたという見方をされますし、明解な結論が言えないことが多くあります。
　授業で「平和についてのメッセージ」を見せ、生徒たちが一番自分のフィー
リングに合うのを１つ挙げてくださいと聞いています。そして、選んだメッセー
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ジの何が共感したのかを生徒たちに発表してもらいます。次の授業で、そのピッ
クアップしたメッセージで何が一番多く選ばれたかということを分かち合って
います。多数決で決めることではありませんので、こういった授業は答えがな
い授業といいますか、それぞれが１つの言葉を通して感じたことを分かち合う
というところを大切にしています。各クラスごと展開が変わっていきますし、
あえて教師はどれがいいとか、自分では言いません。ちょっとご質問の答えに
はなっていませんが、そういうことも悩んでいる点です。
（舟木讓 研究員）どうもありがとうございました。道徳の正科化ということで、
一体どんなふうに実行されるのかが非常に見えにくい状態で、いよいよ次年度
から始まるので不安に思っておりました。そのような状況でしたが今回教科書
の内容に関して、かなり精緻に分析をしてくださったので、本当によくわかり
ました。それと同時に、逆にキリスト教主義教育を実践するに当たって、いろ
んな可能性が逆に見えてきたように感じ、本当に今日はありがたく思います。
その中で、いくつかご質問なんですが、「心のノート」に関しては無償でばっと
配布されましたね。今回の道徳の教科書は有償だと。これは公立も有償なんで
すか。
（福島）いえ、公立は無償です。
（舟木）公立は無償で、私学だけは有償という形にしていくんですね。
（福島）「道徳を『宗教』に代替することができる」、という趣旨の法律があって、
代替しているところは検定教科書は有償になります。ただし、今回、「宗教」な
いし「聖書」に代替してるところはいいのですけれど、それを例えば「読書」など、
「宗教」以外の教科に置き換えている学校がありまして、そこはじゃあどうなる
のか、というようなことが問題になります。千里国際中等部にも聞いてみたい
ところがありますが、そうするとその教科書の扱い自体の問題が出てくると思
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います。
（舟木）お話を聞いていて、かつての「心のノート」のことを思い出してやや心
配になりました。道徳の教科書の内容を見ても、だれもが知っている有名な人
が国際貢献して、平和活動をしていることが数多く紹介されています。誰もこ
のことを否定できない。そういう意味では、加納先生が言われたように、こん
なすばらしい人を模範にして、こういう人間になろうじゃないかという一つの
人間像を提示するという、非常に具体的にわかりやすい教科書になってると思
うんですね。ただ、その中には、平和を構築したり、平和に貢献するのも人間
だけども、実は、その平和でない状況を作ってるのも人間だよという、その大
切な部分があまりはっきり出てないですね。
　そこで、キリスト教主義教育の中の可能性としては、配付資料の中で「試案」
として提示くださっているように、人間そのものの存在についてかなり深く掘
り下げていくことが大切だと思います。積極的平和にしても消極的平和にしても、
これから平和を構築していくに当たって、まず人間ってどんな存在なのかとい
うところを考えていくことが私は重要だと思います。この点が、教師も生徒も
一緒に、共有というか、向かい合っていく可能性を広げている感じがします。「宗
教教育」というと一つの価値観を押しつけてしまうような感じがするけれども、
逆にその宗教を形成したのも人間だし、あるいは今言った平和をつくるのも、
あるいは壊すのも人間だという、ある意味端的な事実に向かい合う、そのよう
な機会としてキリスト教主義教育というのは可能性があるのかなと感じました。
（福島）そのとおりだと思います。私も「道徳」の教科書を見る限り、いわゆる
理想像がずらっと並べてあって、その中に、たとえば模範として示される人は
野球選手とサッカー選手ばかりだったり、最初に出会う児童や生徒たちにとっ
ては、その人と出会うということがどれだけ大きい影響を与えるかを捉えないで、
もう野球選手になることが一つの理想みたいなことを思い込んでしまうぐらい
のインパクトで書いてあります。逆に人生に失敗した人が全然載ってないんです。
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　一方、聖書には失敗した人が続々と登場しますので、負の面というのを教え
やすいし、自分自身の中にある悪とか、キリスト教でいえば罪という意識をい
かに持つことが許されることかというか、そこから、そこを原点にして生きて
いくことができるということを伝えられるのがキリスト教主義教育だと思いま
す。そこは道徳教育にはほとんど出てこないというか、出してはいけない、タブー
のような形になっています。
　ですから、平和教育というのはいわゆる「平和」だけで「戦争」のことは語
らないということになるような気がしてますので、まさにおっしゃるとおりだ
と思っております。
（舟木）その上で、たとえば今後、キリスト教主義教育とか聖書科の教育の中で、
この道徳の教科書に対抗するような、平和教育の内容の構想みたいなものはあ
りますか。
（福島）今回そういうものを出せたら一番よかったんですけど、そこまではまだ
具体的には出されていません。難しいのは、戦争一つをとってみても、その両
面性というか、たとえば原子爆弾の意味とかという場合に、戦争を終結させる
ために使われたという点と、やっぱり無作為に殺人が行われたという点は、これ、
極端に言うと両面で。そういう見方があるということは、やっぱり生徒たちも知っ
ておかないといけないと思うんですけれども、そういういろんな面の両面とい
うものを、やっぱり平和教育の中では押さえておかないといけないし、それを
教師がどこまで、自分の生き方として語ることができるのか。
　答えとしてそれを出すことの難しさということをいつも考えるのと、もっと
言いかえるなら、そういう極端なところへいくまでに、日常生活の中で、それ
こそ「いじめ」という問題とか「差別」という問題を考えることが、最終的に
大きな問題の捉え方に結びついているんじゃないか、ということを気づかせる
ような授業をしたいなと思っていながら、なかなかまとめられずにいます。だ
から、常日ごろの言動、態度とか笑顔とか、そういうものを大事にしなくて、
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大きな「平和」ということを語れることは難しいだろうということに、中学生
段階では気づいてもらうようなことをいつも思ってはいます。
（舟木）最後に一点だけ。この道徳の教科書について、キリスト教学校の間での
受け止め方の違いはありますか。たとえば、カトリックの学校とプロテスタン
トの学校でおそらく違いがあると思うのですが、そのあたりで対話や学びの共
有などされていますか。
（福島）カトリックの学校とはもう10年ぐらいですか、毎年、研究会を開いてお
られ、参加しています。カトリック学校は、ここ数年で急激な変化が起こって
いるようで。それは何かというと、いわゆる院長や校長である神父さんとかそ
ういう立場のシスターの方が異動になって、日本から中国やアジアの他の国に
転居される方が多いらしく、学校の中にそういういわゆる創立のときからいらっ
しゃるような立場の方が急におられなくなられて、多くのカトリック学校では、
国語科や社会科の先生が「宗教」を教えるようになっているようです。それで
必死になって、じゃあどうしたらいいのかということで、勉強会を開いておら
れるいきさつがあります。皆さんものすごく熱心で、既に教科書にかわるよう
な書物もカトリック学校独自でつくられたりしています。
　ただし、おもしろいのが、カトリック学校では「宗教科」という名目なんで
すね。プロテスタントの多くは「聖書科」です。これがあらわしていますように、
カトリック学校では主に聖書のことは取り上げてなくて、これまで、いわゆる「道
徳」の授業のような内容をすでにされてたのです。それは、私から見るとすご
く斬新で、公立の人権教育も含めたものを「宗教科」の中でやっておられたので。
プロテスタントはどっちかというと聖書のみと考える先生たちが比較的多くて、
聖書を教えるだけでいいというような、ある意味ちょっと狭いというかそうい
う立場があります。だから、その両方の立場が分かち合いをしている状況です。
プロテスタント学校側は今までどおりの古きよき伝統を維持するというよりも、
ちょっと内部批判を含めて、いろんなものを授業に取り入れてやっていこうと
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いうことになっているといえます。
　それと、公立の学校では特に若手の先生は「道徳」の授業とか「人権」の授
業に対して、非常に熱心に勉強をされています。それに対してプロテスタント
学校がという批判はできないんですけども、クラス担任が「道徳」に代わる授
業を担当しなくてもいいというシステムができ上がっています。聖書科の教師
がかわりにやっているみたいな。
　だから、公立だとクラス担任が「道徳」の時間を担うので、その違いという
のは生徒指導上の人権教育のことも含めて考えていくことになります。学校全
体で教師がいかにこういう「人権」なり「平和」なりというテーマをもとに日々
研さんしながら生徒たちに、それぞれの教科とは別に交わりを持っているかと
いうことは非常に大きなことで、それがやっぱりちょっと不足しているのがプ
ロテスタント学校の弱点ではないかなと思っております。
（澤村雅史）ご発表を通して様々な視点を教えていただいて、すごく学ばせてい
ただいたなというふうに思っています。特に終盤の平和教育の４つのカテゴリー
は非常に刺激的でした。この中で、私がちょっと「お！」と思ったのは、③の
ところに、建学の精神というのがユニバーサル・ミッションの中に位置づけら
れているということです。これは、個人的には、ヒストリカル・ミッション、
あるいは、これからの方向性を示すという意味でプロミッシング・ミッション
に分類されるべきではないかと思うんですが、しかし、きっと先生のお考えが
あるんだと思って。それを教えていただきたいということが第一の質問です。
　もう一つは、同じ③の部分で、このPeace Education for Quality of Lifeとい
うのも、非常に刺激的な視点だと思います。これは本当に大事だと思いますし、
そういった視点を生かしていきたいと思うんですが、いのちのQOLということ
についていつも問題になるのは、クオリティの良し悪しをどのように測るか、
判断基準をどこに置くか、ですね。これを間違えると、ともすれば、「生産性」
の議論みたいなことになっていくので。この点、教えていただければと思いま
した。
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（福島）二つとも大変鋭い質問です。一つ目のご質問は、これはカテゴライズし
て当てはめてるように見えていて、思いつきで並べているところもあるので。
こういう分類を書きながら、全てに関連しているというのを途中でだんだん気
づくわけで。なので、あえて意図的にしたといえば、キリスト教主義学校がずっ
と持ち続けている「こだわり」というようなものという感覚でこのカテゴリー
に入れているので、非常に中途半端な置き方になっています。それは確かにヒ
ストリカル・ミッションになるとも思います。ご指摘はよくわかっておりますし、
これをあえてつけた感じも実はあって、元のカテゴライズにちょっと自分の感
覚を加えたらここに入ったという感じです。
（澤村）いえ、私が何となく思ったのは、その建学の精神を持っていることにお
いて、さまざまなミッション校、そして、きっと仏教校とかもそこに視野に入
れることができるんじゃないかと思いますが、建学の精神を持っているという
ことによって、我々は普遍性を共有できる、みたいなことなのかなって、何と
なく思ったんですけど。
（福島）そのとおりだと思います。公立学校とは違う面の、要は、あえて特徴的
な意味で言っているというところです。
　二つ目のQuality of Lifeについては、「いのち」というものをどう考えるかと
いう、漢字で書くか平仮名で書くかということを含めての問題もありますし、
非常に抽象的な言葉でもあると思います。なので、単に「量より質」とか、「数
より中身」とか、中学生だと、そのように単純化された形でしか受けとめられ
ないこともありますが、その中身の議論について詳しく授業で取り上げたりす
ることはまだできていません。これはあくまでも私の中での捉え方として挙げ
たもので、もっと深めていかないといけないと思っています。
（参加者Ａ）本学の教職課程で道徳教育論を担当している者です。将来、公立中
学校で道徳を毎週授業することになる、それも、教科書とか評価とかに縛られ
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た現場に送り出すんですけど、教科書から離れて独自の授業ができる回を僅か
に設けることができることになっているのですが、その授業をどのように計画
すればよいか、何か提言やアドバイスをいただけたらと思います。
（村瀬）キリスト教学校で教育を受け、教職の訓練も受けた教師が、公立校で道
徳の科目を担当する上でどんな独自性を出せるのか、という点ですね。
（参加者Ａ）はい。学生には「関学で育ったからには」ということを持ってほし
いですし、今この場で教えていただくことを学生に伝えたいなと思っています。
ここにいらっしゃる皆さんにおうかがいしたいくらいです。
（奥本京子 研究員）関連するかどうか分からないですが、日本平和学会の中に「平
和教育プロジェクト委員会」というのが立ち上がっていて、今は5年目（3期目）
になるのですが、6年間の総括をしようことになってきています。高校の先生も
メンバーに加わってくださったりしていますが、高校のほうは高校のほうで、
2022年から現代社会にかわって「公共」が必修科目になるのですね。小学校と
中学校では「道徳」、高校においては「公共」というこれらの大きなチャレンジ
があり、現代社会の中で扱われていた基本的人権の保障とか平和主義というの
は削除されてしまって、高校での道徳教育化が懸念されているということを聞
いています。
　例えば、今月末に、龍谷大学で平和学会があるのですが、公共の授業の枠の
中で利用できる素材を提供しようという具合に私たちは考えています。まだ準
備してる最中なので、これをやりますということはあんまり具体的に言えない
のですが、現場の教員からのニーズに応えられるような題材を提供するというか、
一緒に実験的にやってみるというようなことを始めています。多分、高校だけじゃ
なくて中学校の先生も使ってくださることができるんじゃないかなというふう
に思っています。
　平和で共生できる社会をつくるための平和教育の教材、あるいは何と呼んで
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もいいのですけれども、そういった教材を学びの現場に滑り込ませていくとい
うことが、キリスト教主義であっても何主義であっても、できることのような
気がしています。今までは、公共とか道徳とか、特に何かに向けて、というこ
とはしてこなかったのですが、その新しい一つの取り組みとして、「やりとり力」
というものを今年からキャッチワードにしています。やりとりする力というも
のを身に付けること、それは本当は子どもたちよりも先に大人の私たち自身が
きちんとやらなければならないのですけれど、やりとりする力を養うというこ
とを、さまざまなアクティビティをベースにした学習素材を通して練習すると
いうような、そういう場を提供しています。まだ始まったところですが、こう
いう動きもあります。
（舟木）関西学院大学では人権教育研究室が中心になって、「平和への権利宣言」
について学びの機会を提供したり、難民に関わる課題には関心を持ち続けていて、
様々な啓発活動を例年しています。
（福島）授業をいくつか参観する中で感じたことなんですけど、公立中学での授
業が、「道徳」というよりも人権教育、いわゆる差別の問題とか、部落差別の問
題とかも含めて、そういうのを取り組みの中に入れておられます。一方、プロ
テスタントの学校の場合は、そういう人権に関わるものを聖書科の中には入れ
てこなかった学校が非常に多いと思います。そのあたりの「抜け」がどうして
も出てくるということがあるんですね。対照的に、カトリック学校の場合は、
伝統的に宗教科の中で人権教育がされてきているようです。
　さきほどちょっと研究報告の中でご紹介した、NHKの「ティーチャーズ・ラ
イブラリー」、あれはすごく教材としてはいろんなものが詰まっています。映像
教材としては非常によく研究をされているものが結構あります。
（参加者Ａ）映像の活用はいいですね。今は「読み物道徳」みたいな感じのスタ
イルが主流で、映像はあまり使用しない傾向があります。
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（グルーベル）奥本先生が紹介してくださった、いろんなトレーニングを通じて
具体的にそのコンフリクト・マネジメントとかコンフリクトを考える、どうい
うふうに互いにいい結果が出るために努力すればいいのか。そういう毎日の生
活でも使えそうな、学校の中のいろんな人間関係の中でも、そこから平和を考
えるという具体的な、それこそアクティブ・ラーニングだと思いますけれども、
ロールプレイや劇みたいなのをやってみるとか。そういう生きた練習や学びが
できたらと思いますね。
（奥本）そのためのたくさんの手法があります。私、若い人に説明するときは、
紛争解決とは、「仲よくけんかする方法」のことだと言うのですが、要するにちゃ
んと向き合って、ちゃんと話し合って、という、多様な方法があるわけです。
技術的なものも必要ではありますが、対話するための態度の養成から始まるの
です。こういうことは「道徳」の枠に入る気がします。「仲よくけんかする」は、
その実、何やってるかというと、たくさんのアクティビティを通して、実際に
体で経験したり、心で感じたり、もちろん頭を使って考えたり、バランスよく
他者また自身とかかわり合っていくということです。そういった身体性などの
ものも養っていくんですね。
（村瀬）少し今の質問から離れたコメントになりますが、これまでの研究会での
ご報告や福島先生のお話しをうかがいながら、いくつかこのテーマを考えるポ
イントになる部分について気付かされるところがありました。一つは、平和教
育との関係で聖書科で指導していく「人間をしっかり見つめる」ということと
の関係では、身近なところから平和を考える、というアプローチはキリスト教
教育らしいと思いました。平和をつくる主体を育てることは、キリスト教学校
でなくてもやれるかもしれないけれども、キリスト教学校は、そこにより力を
入れることができるんじゃないかなということを感じました。人間の愚かさや
罪深さという現実も含めて、きちっと人間を、そして、日々の足元の暮らしを
見つめられる人を育てるという点ですね。
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　二つ目に、野島先生がご報告の中で教えてくださった「平和教育の国際化」
ということに関して。抽象的な言葉を使うのではなくて、「祈り」とか「愛」と
か、そういった言葉でなんとなく丸め込んでしまうのではなくて、明確な言葉で、
人権条約とかそうした世界的な合意のあるフレームをはっきりと出して、それ
を軸としてやっていくということについて、キリスト教担当者にとって特にそ
こは問われているところだと思いました。「平和教育」が変わってきているとい
う知識は、教育者の側に求められる知識だと思います。
　そして、一番大きなことは、「一貫教育」というものが持つ強みということで
すね。恵泉女学園大学の上村英明先生が、「恵泉の平和教育」を展開するにあたっ
て、「まず高校までに受けた平和教育を解体するところから始めなきゃいけない」
ということをおっしゃるんですね。「正解」を答えさせられる抑圧的な環境で生
徒が育ってくることがほとんどだからだ、と（『日本の科学者』、2018年1月号）。
　そうしたことを考えると、高校までにどんな教育を受けてきたかということが、
大学のレベルで何ができるか、ということに直結するということを思うんですね。
そして、一貫教育の視点に立ったカリキュラムがあれば、大学では何をすべき
かという一番大事なところにより良い形で取り組めるようになることを思うと、
関学が持つ一貫教育でそういう展開ができる可能性があると思います。
（澤村）愛とか祈りとかで丸め込んではいかん、というのは、まさにそのとおり
だと思うんですね。野島先生に教えていただいたことをもとに、やっぱり言語
化できることとか精緻に組み立てるべきことは、ぜひどんどん進めてったらい
いと思います。でも、「愛」や「祈り」というのは多分、それについて語ったり
丸め込むとかじゃなくて、体験することだと思うんですね。それは多分、相補
的な関係にできると思うんです。精緻に組み立てることと、その愛や祈りとい
うことを体験するということ、この学びの体験というのはそれこそキリスト教
学校でしかできない体験だと思うんですね。
　それはやはり礼拝の場だと私は思うし、福島先生が最初におっしゃった、そ
の教育プログラムでありながら授業ではない、教えているようで教えてない「何
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となく」の場であるということで、平和というものが教育されてることになっ
ていくんじゃないかなというふうに思いました。
（福島）生徒たちがよく、「ラブ・アンド・ピース」と言います。この場合の二
つの概念は、抽象的だけど具体的なんです。わかりやすい。それが結びついて
いるということは、ある意味若い世代の中で、こっちが抽象的だと思ってても、
その言葉自体にリアルな経験とか体験とかがあるということも、世代によって
も違うしというものを感じるので、その二つの結びつきを、茶化す形じゃなくて、
何かリアルに教師も受けとめていくことが必要だなといつも思っております。
（村瀬）キリスト教学校にしかないもの、特に、礼拝とか宗教的な活動といいま
すか、チャペルアワーなどの場が、今おっしゃってくださったような、合理的
な探究の重要さと、また、合理性には収まりきらない世界との関係といいますか、
そういうものを伝えられる大事な教育的な機会ですね。
（舟木）もう一つは、今日も来ていただいてる澤村先生とか奥本先生とか、キリ
スト教主義で同じような理念を持つ他大学、他学校との情報交換であったりとか、
教育体制というようなものが比較的、ベースが同じところであるとやりやすい
んじゃないかなという感覚があります。そういう意味では、一校だけだとどう
しても限られてくる情報や経験が、こういう形で広がっていけば、それこそ一
校だけでは気づかなかったことを共有していけます。やっぱり広島、長崎では、
そこでずっと平和教育を継続しておられますけれども、たとえば澤村先生の報
告を通してそうした経験から我々が全然気づかないようなことを気づかせてい
ただきました。キリスト教学校にそういうネットワークのベースがあるという
のは、大きなメリットじゃないかなと思っています。
（村瀬）予定の時間が参りました。ここまであっという間で、まだ序論が終わっ
たところかもしれませんけれども、キリスト教主義教育の独自性や使命を問う
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このような研究を、キリスト教と文化研究センター（RCC）では今後も何らか
の形で継承し、関学の内外で成果を分かち合ってゆきたいと思います。本日は
ありがとうございました。
